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    奇奇怪怪
    今日はいつもより、少しだけ良くない1日だった。


 


朝、１５分寝坊して、服がなかなか決まらなくて悩んでいたら、もう家を出なくてはいけない時間になっていて慌てていつもと同じような服を着て家を出る。


慌てた甲斐あって、いつも乗る時間の電車に無事乗車。


 仕事もこれといって急ぎの案件もミスもなかったが、定時に帰るとねちねちと嫌味を言われるので定時３０分過ぎに退社。（それでも早いって言われることもあるけれど）


帰り道にあるコロッケ屋さんに寄って今日の夜ご飯を調達。


「(あ…)」


いつもならこの時間には残っていない王様コロッケが残っていて少しだけ気分が上がる。


「ありがとうございましたー」


「(ふふふ…)」


人間、好物を得た際には自然と笑顔になるらしい。


駅前から少し離れているとはいえ、そこそこ人通りのある往来にも関わらず私はにやにやしていた。（嘘でも笑顔とは言いづらいという事は自覚済みである。）


 


家について王様コロッケを温めようと思ったのだが、パックを手に持つとまだ微かに温かい。


これなら温めなくてもすむ。


すぐさまリビング（と呼べるほど部屋があるわけではないがとりあえずここではリビングと呼ぶ）に戻り、王様コロッケに食らいつく。


 


「ん〜、やっぱ美味しいっ」


 


サクッとしてて、中はジューシーお肉がたくさん入っている。


さすがは王様コロッケ。


このコロッケを食べられただけで、今日の私の1日は最高にツイている1日となった。


 


「はぁ〜お腹いっぱいになった後のお風呂ってどうしてこうめんどくさいのかねぇ〜」


 


でもお風呂に入らないと布団に入れないしなぁ…はぁ…。


そんなことを言いながらソファの上でだらだらとバラエティを見ながら、腕も足も投げ打って、人がいたら絶対にできない格好で疲れた体を労っていた。


 


「ぷっ…あっはははは！」


 


私の周りには、家に帰ってすぐ麦散らかした服が散乱し、姿見の横の椅子には大量の着ることのなかった服とバックが積み上げられ、テーブルの上には毎日使うためいちいち仕舞うことのなくなった化粧品の類がひしめき合っている。


 


「(こんな部屋人に見せらんない…そりゃ彼氏になんかとても…ってかその前に見せるような彼氏もいないんだけど)はぁ…虚しいよぉ〜…」


 


酒がなくても、こんな一人暮らしにしちゃ広い部屋に一人でいたら感傷的になれることを最近知った。


部屋が広すぎるのも考えものだ。


 


「ん？いやいや、部屋の前にまずこの格好が見せられないっての！」


 


 ３秒前までは泣き出してしまいそうだったのに、３秒経った今は自虐ネタで笑っていた。（明らかに空笑いだったけど、それでも泣くよりかはマシ）


 


「さぁーて、お風呂にでも入りましょうかね。どっこいしょー、って一人暮らしが長いと独り言が多くなっちゃうからあかんね〜」
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